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 日本で「ジェンダー」の語が

一般化したのは 1995 年の第 4

回世界女性会議の後であった。

同会議で採択された「行動綱領」

に「gender」の語が用いられて

おり、それを日本政府が「ジェ

ンダー（社会的、文化的につく

られた性）」と訳したことが契

機であった（各国政府は「行動

綱領」を自国の言葉に翻訳し、

国民に周知することを求められ

ていた）。当時には、ジェンダ

ー問題といえば、イコール「女

性問題」とみなされ、さまざま

な問題を「発見」して、「告発」

する論調が多かった。あれから

20 年が経とうとしている。 

 近年には、若い人々は「女性

問題」と言っても「？？？」と

いうような顔つきをする人が多

く、また、筆者が属している大

学の授業でジェンダー問題を挙

げるように促すと、「女性問題」

ではなく、「男性問題」が次々

に上がってくる。いわく「映画

館などでレディースディはある

が、メンズディはない」「女の

子はやさしく扱われるが、男の

子には厳しい」等々である。な

かには高校の規則で「冬に女子

はオーバー着用が許されていた

が、男子はオーバーを着てはい

けなかった。男だって寒い」と

いう、驚くべき証言もあった。

若い世代にとっては「男性が圧

迫されている」ことが問題と受

け止められているようである。

他方、ある自治体の講演会にて、

「労働の権利」について話した

ところ、30 代と思われる女性

から「労働が権利だとは、思っ

てもみなかった」という、これ

も驚くべき感想をもらった。 

 かつて、ジェンダー問題は女

性問題であり、性別役割分業が

問題の中核とされていた。私は、

この構図は現在も基本的には変

わっていないと考えている。た

とえば、東日本大震災後には阪

神・淡路大震災の際と同じく、

女性の失業、ＤＶの増加、復興

会議などでの意思決定過程への

女性の不参加など、性別役割分

業体制に起因する問題が起こっ

ている。どうやら、現象は変わ

りつつあるが（特に若い世代

で）、基本構図は変わっていな

いようである。そうであれば、

男女共同参画推進を志している

ＮＰＯは何を行う必要があるだ

ろうか？ 

 おりしも来年は阪神・淡路大

震災 20 周年にあたる。ボラン

ティア活動はなくてはならない

活動であるが、ボランティア

（アンペイドワーク）に頼るだ

けではなく、「支払われる仕事」

（ペイド・ワーク）に転換でき

るのもは転換するなどのモデル

事業に取り組んではいかがか、

と夢想している。 

「らしーく」は、すべての人に男女共同参画をわかりやすく伝えることにより、一人ひとりが「自分らしく」生きることができる社会を目指します。

 

●発行：特定非営利活動法人あなたらしくをサポート(愛称：らしーく)  ●mail：nporasiku@gmail.com 

 ●web：nporasiku.jimdo.com  ●facebook：www.facebook.com/nporasiku 
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自分を生きる第一歩！ 

ワークライフバランスはじめます 

 11月 29日（土）10：00～12：00 い

たみホール中ホールにて「平成26

年度伊丹市男女共同参画市民フォ

ーラム」を開催。講演は、NHK「すくす

く子育て」でおなじみのNPO法人フ

ァザーリング・ジャパン顧問・小崎恭

弘さん（大阪教育大学教育学部 准

教授）です。 

◆お問合せ：072-784-8146 

 伊丹市同和・人権推進課 



  
 

報告書発行 

【市民と行政のパートナーシップ～伊丹市男女共同参画施策市民オンブードを例に～】 

  神戸大学大学院人間発達環境学研究科・朴木佳緒留教授を中心とした「市民と行政のパートナー

シップ研究会」が、なぜ伊丹市で全国唯一の「市民オンブード制度」が続いてきたのか？を検証

し、冊子にまとめました。ご希望の方は、 までメールをお送り下さい。 nporasiku@gmail.com

ロビー展示 

【あなたらしく私らしくをめざして 

  ～NPO 法人らしーく活動展示パネル展～】 

◆2014 年 5 月 24 日～6月 8日◆ラスタホールで、 

らしーくの活動と思いを展示しました。 

◆2014 年 6 月 23 日～6月 29 日◆伊丹市立女性・児童センターの 

「男女共同参画市民ウィーク」会場でも、パネル展示を行いました。 

イベント・セミナー 

【男と女とタカラヅカ】 

◆2014 年 6 月 1日(日)13：30～16：00 スワンホール◆「創作一人狂言とタカラヅカのウラ話」鈴

鹿照さん（元宝塚歌劇団専科）、「男メガネ女メガネでテレビを見ると･･･!?」小川真知子さん

（NPO 法人ＳＥＡＮ理事長）、「男と女のおかしな!?あるある」（寸劇とクイズ）、などを楽しん

でいただきました。 

【笑って元気になる教室】（伊丹市立女性・児童センター「男女共同参画週間」共催事業） 

◆2014 年 6 月 22 日(日)13：30～15：00 女性･児童センター◆講師：

鈴鹿照さん(元宝塚歌劇団専科)◆狂言を取り入れた健康教室と楽しい

お話で、笑顔いっぱい元気いっぱいになっていただきました。 

【熟年夫婦の夫ゴコロ･妻ゴコロ】（ラスタホール共催事業） 

◆2014年 6月 28日(土)14：00～16：00ラスタホール◆講師：今井小の実さん（関西

学院大学人間福祉学部教授・らしーく顧問）◆データを示したジェンダーのお話は「分か

りやすい」と好評で、夫婦の幸せについて語り合ったグループトークも盛り上がりました。 

【国立女性教育会館・男女共同参画推進フォーラム参加】 

◆2014 年 8 月 29～31 日◆市民と行政のパートナーシップ～伊丹市男

女共同参画施策市民オンブードを例に～のワークショップを行い、全

国の方と交流をしてきました。 

【伊丹市立女性・児童センター職員研修担当】 

◆2014 年 9 月 19 日(金)15：30～17：00◆伊丹市立女性・児

童センター◆国立女性教育会館の男女共同参画推進フォーラ

ムの内容や、実施したワークショップについて報告しました。 

 



【「アナと雪の女王」を読み解く～ありのままに生きるとは～】 

◆2014 年 10 月 19 日(日)13：30～15：00◆伊丹市立図書館・ことば蔵 

◆記録的ヒットのディズニーアニメ「アナと雪の女王」の作品の背景を、

ジェンダーの視点で参加者と一緒に考えました。 

 

情報発信・Ｗｅｂサイト 

【男と女のおかしな！？ハナシ】 

◆Ｗｅｂサイト「いたみん」にて毎月配信 

 http://itami-city.jp/mp/okashina_hanashi_hyogo/ 

◆イラスト ： 林やよいさん 

◆コメント ： 今井小の実さん（関西学院大学人間福祉学部教授）  

【らしーくのホームページを開設しました！！】 

◆らしーくのホームページが 

できました。情報満載ですので、 

ぜひ下記のアドレスからご覧下さい。 

◆http://nporasiku.jimdo.com/ 

 

 

 

 

 

【女性・児童センター登録グループ活動発表会】 

◆2014 年 11 月 9日(日)◆伊丹市立女性・児童センター◆女性・児童センターで活動している登録グ

ループが日頃の活動の成果を展示・発表するフェスティバルに参加します。 

【男と女のおかしな！？ 2015 年版カレンダー】（予約販売中） 

「男と女のおかしな！？ハナシ」の素敵なイラストカレンダー。 

◆2015 年 1 月～12 月、Ａ５サイズ、卓上額入り 

◆付録：「男と女のおかしな！？ハナシ」のセリフ（12 ヵ月分） 

◆1,400 円 

 

【伊丹市公募型協働事業提案制度に選定】 

行政と協働して公益的な事業に取り組む「伊丹市公募型協働事業提案制度」に応募、平成 26 年度

公開プレゼンテーション審査を経て、らしーくが提案した「学校における『キャリア教育』推進事

業」が選定されました。これから行政と協働で事業を進めていきます。ぜひ応援下さい。 

啓発 

  



 

 

 

【201４年度会員】（敬称略）  相崎佐和子 足立和雄 渥美嘉子 池田小夜子 伊藤計子 伊藤裕子 

魚野みどり 魚森英輔 魚森光代 大槻修 小川真知子 柏原寿美枝 河口洋美 川島知子 岸田真佐人 

桜井周 笹山幸雄 鈴木稲弘 鈴木初子 砂田枝里 泊照彦 長野嘉行 西口真美 西村政明 濱昌央 

林孝子 藤田優子 宮村安規子 森知子 森崎敏子 保田栄昭 保田憲司 山本千恵 雪広淳子  

吉川扶美 吉永深 

 

【イオン伊丹昆陽店 幸せの黄色いレシートキャンペーンでの応援ありがとうございます】 

 2014 年 4月～8 月の毎月 11 日に、イオン伊丹昆陽店の黄色いレシートを、「らしーく」の地域活動ボックスに

入れて下さった総額が 641,400 円にのぼり、その 1％にあたる 6,400 円を、イオンギフトカードで頂戴しました。 

 多くの方々に、お買い物でも「らしーく」を支えて頂いていることに、心よりお礼を申し上げます。 
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【寄付・会員募集】 

「らしーく」の活動は、皆様のご寄付・協賛でま

かなっています。男女の縛りに囚われず、一人ひ

とりが自分らしくイキイキと生きることができる

まちづくりのためのご協力、本当にありがとうご

ざいます。 

 

・正会員  個人 年会費    5,000 円 

団体 年会費    10,000 円 

・賛助会員  個人 年会費 一口 1,000 円 

団体 年会費 一口 5,000 円 

【振込先】  

特定非営利活動法人あなたらしくをサポート 

・郵便振替口座 記号 14390 番号 18066961 

・他行より振り込みの場合 

店名  四三八(よんさんはち) 

口座番号  普通預金 1806696 

【あるいは、メンバーに直接お渡し下さい】 

♪ イベント等で、参加者の皆様に、プレ 

ゼントをさせていただく、企業様から 

の商品のご寄付も大歓迎です。 ♪ 

 

「らしーく」って？ 
 

【どんな活動をするの？】 

次にあげる特定非営利活動を行います。 

①男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 

②子ども健全育成を図る活動 

③まちづくりの推進を図る活動 
 
【どんな事業をするの？】 

①啓発・セミナー事業 

②情報発信事業 

③組織支援・人材育成事業 

④調査・研究事業 

⑤相談事業 

 

【らしーく役員】 

代表理事 中田 香子 

副代表理事 石﨑 和美 

副代表理事 大林 千雪  

副代表理事 波多江 みゆき 

理事  片山 実紀 

理事  笹尾 照美 

理事  田中 利明 

理事  中山 直子 

理事  星野 郁子 

理事  増本 有砂 

監事  川端 美智子 

顧問  高島 進子 
（神戸女学院大学名誉教授） 

顧問  朴木 佳緒留 
（神戸大学大学院教授） 

顧問  今井 小の実 
（関西学院大学教授） 

 
 
 
 
 

  
 ニューズレター「あ･な･た･らしーく」の 3号をお届けします。

ホームページも立ち上げましたので、ぜひご覧になって下さい。 

 この半年間は共同事業が多く、いろんなところに大変お世話に

なりました。意識の高い全国の方々と交流できる、国立女性教育

会館（ＮＷＥＣ）のフォーラムは、ワークショップ参加がオスス

メです。来年は伊丹市から、多くの方が参加されますように！ 

編集後記 

たくさんの方々に会員になっていただき、「NPO法人

あなたらしくをサポート」の活動を支えていただきま

した。お名前を掲載し、心よりお礼を申し上げます 


